
　去年の駅名クイズに続き、今年も皆さんにクイズを出す事にしました。今年は皆さんのほとんどが知っているであろう時刻表に関するクイズです。皆さんは時刻表を見た事はあるでしょうか？今の時代、インターネット等で鉄道の時刻はすぐに分かる時代となり、時刻表を使おうとする人も少なくなってきているかもしれませんが、使いこなせるとこれほど便利なものは無い、と私は思っています。

　さて、このような時刻表の中で、フジテレビ系の番組「トリビアの泉」で取り上げられた事で知名度が上がった「時刻表検定」を取り仕切っている会社が作っている時刻表、「ＪＲ時刻表」（下写真参）のコラムに「クイズ　列車名はナニ？」と言う問題が載っています。この問題というのは普通にやったのでは全く手も付けられないような問題なので、ここで実際に一緒に解いていこう、と言う企画です。この問題が解けるようになれば、あなたは時刻表をマスターした、と言っても過言ではありません。鉄道の予備知識も必要になりますが、最も重要なのは「勘」とも言えるこの問題は、サスペンスドラマに出てくるような謎解きをしたい人にも是非お勧めのものです。この機会にこのクイズについて知ってもらいましょう。
このクイズは、実に（発行当時で）１年半も前のものですが、今回はこれに載っていたクイズを出したいと思います。実施自分で解きたい方は、最新のものを使うと、時刻のズレがあります。今回は2005年４月の時刻のままで掲出し、問題の引用部のカッコ内に最新の時刻表による時刻を記載します。家で自分で解きたい人は、カッコ内の時刻を頼りに推理してください。尚解答では、2005年４月の時刻を載せますのでご了承下さい。（最新の時刻も改正により変更されている部分があると思いますが、ご了承の上読んで下さい。）

なお、部誌として発行した時には時刻表の写真を載せたのですが、容量の関係上割愛させていただきます。ご了承下さい。
 　　　　　　　　
それでは本文を載せましょう。

（ＪＲ時刻表2005年4月号より引用開始）

問題：花と緑の行楽シーズン到来！愛知万博と列車の旅を楽しもうと思ったＡさんは、平成17年4月16日（土）の9時39分(最新の時刻は9時33分)にＢ駅を発車する特急列車へ乗車し、愛知万博の玄関口となる名古屋駅へ向かいました。次の３つのヒントからＡさんがＢ駅からＣ駅まで乗車した特急列車の列車名を今月号を利用して推理してください。

ヒント（１）ＡさんがＢ駅から乗車した特急列車の終着駅となるＣ駅では、12分(20分)の接続で発車する特急電車に乗り継ぎました。

ヒント（２）特急列車の途中駅となるＤ駅では6分(最新のものでも6分)の接続時間で発車する特急列車に乗り継ぎ、山に囲まれた車窓の風景を楽しみながら名古屋駅へ向かいました。
ヒント（３）到着当日は名古屋市内散策、翌17日は愛知万博を楽しんだＡさんは、名古屋駅から新幹線に乗車。新幹線の途中駅では11分の接続時間で発車する特急列車に乗り継いでＢ駅に戻りました。（引用ここまで）　　

　さあ、この手掛かりを基に謎を解け！（パクリです。すいません）　解答は後ろの方です。


　皆さん、クイズは解けたでしょうか？解けた人もまだの人も、ヒント代わりに、諦めた方に、もしくは答え合わせに利用して下さい。ここからは、私が実際に解いたやり方を、皆さんに出来るだけ理解してもらえるように解説していきます。あくまでこれは私の解答なので、それぞれ自分がやりたいやり方を見つけるのも良いと思います。
　では実際に解いていきましょう。

１．状況を整理する
　まず問題を見た時に、情報の少なさにびっくりすると思います。はっきりと分かるのは目的地が名古屋である事、そして最寄り駅を９時39分に出た、と言う事だけなので、これをどういじっても答えにはたどり着きません。そこで、使わなそうである情報も全部ひっくるめて一度図に表してみましょう。そして便宜上、Ｂ→Ｃ駅で乗った特急をＢＣ特急、と言うように名前をつけてみます。今回は次のようになっています。


　　　　　

　　　　　　9時39分発 



　　　　　　ＢＣ特急列車の終着駅である

　　　　　　到着12分後発


　　　　　　ＣＤ特急列車の途中駅である
　　　　　　到着6分後発



    　　　　　　　　（Ａさんはここで2日間適当に遊ぶ）

　　　　　　　　　　発時刻は指定されていない。


　　　　　　　　　

　　　　　　　　　新幹線の到着後11分




　　　　　　戻ってくる。

　　　　　　

これを見ると、すべき事がどんどん見えてくるはずです。問題文中では人の名前とごちゃごちゃになったりもするので、頭の中ででも良いので、こうした行為をする事は重要になってきます。先を進めて行きましょう。
２．Ｄ名特急が何かを推理する
　Ｄ名特急は名古屋駅を通る、と言うのはとても重要な情報となります。（問題によってはこうした駅を指定してないものもあり、これは指定してあるだけ難易度は低いと言えるのです。）そこで、まずこのＤ名特急が何なのかを推理しましょう。

　ここで時刻表についている便利なページを開きます。時刻表の最初には、広告等が載っており、その次に全国地図があります。その地図ページのすぐ後ろに「特急運転系統図」と言うものが載っています。これには、全国で走っている特急が全て載っており、問題文中で特急が出てきた時には役に立ちます。（もし、問われているものが特急でない場合には、全国地図から路線を探し、該当ページから列車を探す必要がありますが、今回は省略します。）このページの中央にある名古屋駅の部分を注目してください。何本か走っている特急がある事が分かります。それには「ワイドビューひだ」、「ワイドビューしなの」、「ワイドビュー南紀」、「しらさぎ」、そして「寝台特急」があるはずです。ここで、この人は電車内で次の日を迎えていない事や、1日目にも名古屋散策が出来ていることから、寝台特急は除外しましょう。残りの4本の内、この特急は「山に囲まれた路線」を走っていると書いてある事から、岐阜～名古屋と言う山が少なさそうな地域も走っている「しらさぎ」と「ワイドビューひだ」も除外しましょう。「しらさぎ」の場合はその先の米原や福井と言った地域でも山に囲まれているとは考えにくいと言う事、「ワイドビューひだ」の場合、高山付近では山に囲まれているし、富山から別の特急に乗ることを考えればうまくいきそうですが、実際に時刻表を見てみると、どの列車も飛騨古川までしか行っていない事が分かります。実はこの区間は2004年10月の台風の影響で飛騨古川～富山間で運休となっているため、富山まで行く事が出来ないというのです。その為、これも除外すべきでしょう。そして、「ワイドビュー南紀」を使う場合、どうしてもＣＤ特急には「くろしお」だとか「オーシャンアロー」を選ばざるを得なくなりますが、その場合、Ｃ駅着の特急を見つけるために新大阪まで行かなくてはならなくなるのです。普通に考えて、新大阪から名古屋へ行くのにわざわざ紀伊勝浦などを回るとは考えられないし、また新大阪から岐阜周りで名古屋に行く特急もわずかながら存在するため、これは考えにくいのです。また、時刻表を見れば分かるが、紀伊勝浦（問題でのＤ駅）の乗換え時間が6分という電車はありません。よって「ワイドビュー南紀」も除外となります。このように消去していくと、最終的に「ワイドビューしなの」が残るので、これをＤ名特急と考えてつじつまを合わせていきましょう。
３．残りの特急を当てはめていく
　ここまでくればあとは簡単です。特急運転系統図の「ワイドビューしなの」の線を辿って、ＣＤ特急の候補を探します。幸いな事に、ワイドビューしなのと乗り換えられる特急と言うのは「あずさ」、「かいじ」だけなので、これが必然的にＣＤ特急となるでしょう。そこからＢＣ特急の候補を探すと、南小谷方面には特急と乗り換えられる駅がなく、あとは東京方面に向かうしかありません。ここからＢＣ特急の候補を出したいのですが、特急運転系統図を見てもらうと、甲府駅から「ワイドビューふじかわ」が出ているのが分かると思います。ここは勘になってしまうのですが、ワイドビューふじかわをＢＣ特急と仮定して、実際に時刻が合うか確かめてみましょう。
４．実際に問題の通りになるか確かめる
　それでは実際に時刻表を見て確かめてみましょう。この時、時刻表の頭にある「特急」の時刻表ページを見ても確認が出来るのですが、もし困ったときには合わせて普通列車等も載っている一般の時刻表ページも見ましょう。

　ワイドビューふじかわの時刻表が載っているページは、先の特急運転系統図のページから分かると思います。これを見ると、ワイドビューふじかわ１号の「身延」駅発車時刻が問題文通り９時39分になっていると思います。そして、問題文通りこの電車の終点まで行くと、「あずさ」が走っている甲府駅に10時27分に着くと書いてあります。そこから今度はあずさのページを開くと、その12分後の10時39分に甲府駅をあずさ９号が発車しているので、問題の指示にあっています。そこから途中駅で降りて「ワイドビューしなの」に乗り換えなければいけませんが、特急運転系統図だと、あずさとワイドビューしなのは松本駅で乗り換えるように見えます。しかし、あずさ９号の終点は松本駅なので、これでは問題文の指示に合わない事になります。そこで、一番初めのページにある全国地図を見てみましょう。特急運転系統図と、地図を見比べながら、「甲府」駅を探してみましょう。ここから出ている路線、「身延線」をワイドビューふじかわが走っている事も分かると思います。そして、中央本線をたどって、松本駅を探してください。そして、その付近の地図と、あずさの時刻表を見比べてください。何かに気づきませんか？よく見ると、あずさ号は松本の前に塩尻駅に止まっているのが分かると思います。そこで地図上から塩尻駅を探してください。そこから路線が出ていると思います。その内の一つの路線に名古屋方面に向かうものが見つかるでしょうか？この路線をワイドビューしなのは走っているのです。つまり、特急運転系統図で松本から出ているように見えたワイドビューしなのは、正確には塩尻から出ていると言う事なのです。もし、塩尻で乗り換えるならば、途中駅と言う条件も満たされるのでこの駅で乗り換えるとして続けてみましょう。あずさ９号は塩尻駅に11時47分に着き、そこからワイドビューしなのに乗り換えようとすると、やはり特急ページから探してみると、11時52分に塩尻駅をワイドビューしなの10号が発車しているのが分かります。その乗り換え時間は５分。

…あれ？１分短い。つまりこれは間違っているのか？と思うかもしれません。いや、違います。ここに時刻表の落とし穴があります。もう一度あずさ９号の時刻表を開いてください。確かにそこには11時47分と書いてあります。しかし、駅名の横に「〃」の記号があるのが見えると思います。その上を見ていくと、上諏訪の横に「発」と書いてあるのが分かると思います。そうです。11時47分とは塩尻駅の「発時刻」を表しているのです。電車に乗る人にとって重要なのは発時刻である事に由来していると言えるでしょう。但し、終点駅に発時刻は存在しないので着時刻を載せていたり、大きな駅なら発時刻も着時刻も載せているのですが。では、あずさ９号は塩尻に何分に着くのでしょうか？この時に普通電車も混ざった時刻表が役に立つ事があります。先程見ていた地図に数が書いてあると思います。この数が一般時刻表の掲載ページなので、先程見ていた甲府付近から、ページ数を見つけ出し実際に開いて見ましょう。そして、上に書いてある列車名からあずさ９号を探し出し、その下を見ていき、塩尻を探しましょう。塩尻の着時刻が11時46分と書いてあるのが分かるでしょうか？そうです、あずさ９号は塩尻に11時46分に着くのです。これで乗り換え時間はちょうど６分となり、無事にワイドビューしなのに乗れた事になります。そして名古屋駅には13時47分に着き、その後名古屋観光をする時間も十分取れています。よってこれが正解と見て良いでしょう。

　最後のヒントですが、これは確認程度に見れば良いでしょう。名古屋から新幹線＋特急で身延駅に行くには静岡乗換えをすれば良いので、新幹線と特急の乗換えが11分で出来る電車を探してみてください。これはさほど気にする事は無いでしょう。これで問題は全て解説しきった事になります。
　問題文にはＢ駅からＣ駅まで乗った特急を聞いているので、答えは…、

ワイドビューふじかわ1号というようになります。

５．まとめ
　このようにして問題は解けるわけです。解説が少し難しいかもしれませんが、ご了承下さい。もしこれを見て興味を持ったら、是非ＪＲ時刻表を買って、自分で問題に挑戦してみてください。自分で解けたときの開放感と言ったら、これはまた凄いものがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄道研究部　2006年10月発行の部誌に掲載
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